
て
訪
日IT

C

の
現
象
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
明
ら
か
に
す
る
、
こ
と
で

あ
る
。

研
究
方
法
と
し
て
次
の
２
点
を
行
っ
た
。

一
、
航
空
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
た
要
素
を
図
式
化
・
解
析
す
る
。

二
、
事
例
研
究
。
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、IT

C
s

観

光
客
と
定
期
便
観
光
客
の
間
で
の
相
違
点
を
見
つ
け
る
。
ま
た
、
旅

行
業
者
へ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
も
行
う
。

結
果
と
し
て
、
以
下
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
、
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
日
本
の
地
方
空

港
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ドIT

C
s

が
便
利
的
な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

し
い
観
光
地
の
開
発
に
著
し
く
役
割
を
果
し
て
き
た
。

二
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
定
期
便
よ
り
も
多
く
の
空
港
に
運
航
し
て
い

る
。
日
中
観
光
に
お
け
る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
定
期
便
よ
り
も
多
く
の

空
港
に
運
航
し
て
お
り
、
地
方
空
港
と
国
際
観
光
地
と
を
繋
い
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
発
展
は
定
期
便
の

就
航
に
繋
が
る
こ
と
で
新
た
な
観
光
の
市
場
を
作
る
。
一
方
で
定
期

便
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
発
展
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

三
、
日
本
地
方
空
港
発
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
る
訪
中
旅
行
が
変
化
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
目
的
地
の
変
更
や
季
節
に

よ
る
大
き
な
変
動
は
、
こ
れ
ら
目
的
地
の
持
続
的
な
発
展
を
難
し
く

し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

四
、
中
国
内
陸
都
市
の
訪
日IT

C
s

の
現
状
を
明
ら
か
に
し
た
。
チ
ャ

ー
タ
ー
便
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
旅
行
期
間
が
短
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
仕
事
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
利
点
と
な
っ
て

い
る
。
卸
売
旅
行
代
理
店
は
日
本
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
リ
ス
ク
の

大
き
く
、
収
益
が
少
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
目
的

地
の
手
配
費
用
と
関
係
の
親
密
さ
（
信
頼
度
）
に
従
い
、
目
的
地
の

空
港
を
選
択
す
る
。
ま
た
、
空
港
と
宿
泊
施
設
の
間
の
移
動
時
間
は
、

空
港
の
使
用
料
と
設
備
基
盤
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

川
端
康
成
文
学
に
お
け
る
「
死
」
の
様
相

―
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
作
品
を
中
心
に
―

王
　
　
薇
6

川
端
初
期
作
品
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
、
作
品
個
々
の
性
質

に
即
し
た
分
析
と
い
う
よ
り
、
作
者
の
「
孤
児
」
と
し
て
の
境
遇
と
、

川
端
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
万
物
一
如
・
輪
廻
転
生
」
の
思

想
か
ら
、
初
期
の
「
死
生
観
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
作
品
の
展
開
に
即
し
た
実
証
的
研
究
と
は
言
い
難
く
、
一

つ
一
つ
の
作
品
に
実
現
さ
れ
た
世
界
の
個
別
性
は
そ
こ
で
は
捨
象
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
の
作
品
を
対
象
に
し
、「
死
」
の
テ
ー
マ
が
ど
の
よ
う
に
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表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
作
品
自
体
か
ら
検
証
す
る
。

第
一
章
で
は
、
大
正
13
年
の
「
空
に
動
く
灯
」
と
大
正
14
年
の

「
青
い
海
黒
い
海
」
を
対
象
に
し
て
、
作
品
の
構
造
と
表
現
を
詳
し
く

検
証
し
た
上
で
、
川
端
が
大
正
13
、
14
年
に
発
表
し
た
文
芸
時
評
を
対

照
し
な
が
ら
、
川
端
作
品
の
思
想
と
技
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
青
い
海
黒
い
海
」
に
お
い
て
は
、
人
間
の
「
死
」
を
背
景
と
し
、
物

理
的
時
間
と
空
間
を
超
え
て
、
生
と
死
の
境
界
線
を
曖
昧
に
暈
す
世
界

を
構
築
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
水
晶
幻
想
」
に
描
か
れ
て

い
る
「
鏡
の
な
か
の
空
間
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
一
層
具
象
化
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
死
体
紹
介
人
」
に
も
、
生
と
死
と
い
う
対

立
的
な
空
間
を
融
合
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
た
川
端
の
、
生
と
死
が

並
存
し
て
い
る
と
い
う
思
想
が
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
理
的
時
間

と
空
間
を
超
え
て
、
一
見
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
物
事
が
、「
円
環
」

で
収
束
す
る
の
は
、
川
端
作
品
の
特
徴
と
も
言
え
よ
う
。

第
二
章
で
は
、
昭
和
初
期
の
川
端
作
品
群
に
導
入
さ
れ
た
「
科
学
思

想
」
を
中
心
に
分
析
し
た
。
な
ぜ
こ
の
時
期
の
作
品
に
「
科
学
思
想
」

が
取
り
扱
わ
れ
る
か
と
い
う
疑
問
を
踏
ま
え
た
上
で
、
昭
和
４
〜
５
年

の
「
死
体
紹
介
人
」
と
昭
和
６
年
の
「
水
晶
幻
想
」
を
中
心
に
分
析
し

た
。
さ
ら
に
、
昭
和
７
年
の
「
抒
情
歌
」
に
よ
っ
て
、
科
学
思
想
と

「
万
物
一
如
・
輪
廻
転
生
」
思
想
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
死
体
紹
介
人
」
に
お
け
る
火
葬
場
、
病
院
の
死
亡
室
や
女
性
死
体

の
描
写
に
よ
っ
て
、
生
と
死
の
対
立
を
融
合
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い

た
川
端
の
、
生
と
死
の
並
存
を
示
そ
う
と
す
る
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
解
剖
台
の
上
に
横
た
わ
っ
た
死
体
の
描
写
や
、「
顕
微
鏡

の
種
板
に
個
有
名
詞
な
ん
ぞ
あ
り
は
し
な
い
よ
」
と
い
う
言
葉
か
ら

は
、「
人
類
皆
平
等
」
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
窺
わ
れ
る
。
一
方
、「
水

晶
幻
想
」
で
は
、
発
生
学
の
説
と
夫
人
の
感
情
と
の
矛
盾
が
描
写
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
川
端
は
〈
子
供
に
自
分
の
血
統
を

継
承
さ
せ
る
永
生
の
夢
〉
を
持
つ
人
間
の
歪
ん
だ
「
生
殖
」
概
念
を
批

判
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
正
末
期
に
、
宗
教
思
想
を
も
と
に
生
ま
れ
た
「
万
物
一

如
・
輪
廻
転
生
」
思
想
は
、
昭
和
期
の
科
学
思
想
の
導
入
に
よ
っ
て
、

大
き
な
変
化
が
持
た
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
死
体
紹
介

人
」
に
お
い
て
は
、
解
剖
と
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
、
人
間
社
会
の
二
項
対

立
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
川
端
の
意
図
が
窺
わ
れ
た
の
で
あ
る
。「
水

晶
幻
想
」
で
は
、「
発
生
学
」
を
借
り
て
、「
万
物
一
如
」
の
思
想
が
よ

り
一
層
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
抒
情
歌
」
で
は
、「
魂
の

力
」
を
電
気
や
磁
力
に
な
ぞ
ら
え
た
上
で
、
霊
魂
の
正
体
が
ま
だ
明
ら

か
で
な
い
た
め
、
そ
の
力
は
「
軽
々
し
く
肯
定
出
来
な
い
と
同
じ
く
否

定
も
出
来
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
霊
魂
上
の
輪
廻
転
生
を
定
立
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
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